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」

考
1

若

木

太

一

「
日
東
の
李
白
」

秋
水

一
斗
も
り
つ
く
す
夜
ぞ

日
東
の
李
白
が
坊
に
月
を
見
て

重 芭
五 蕉

 

貞
享
元

(
一
六
八
四
)
年

の
初
冬
、

「
野
ざ
ら
し
紀
行
」

の
旅

の
途
中
、
名

古
屋

に
杖
を
休
め
た
芭
蕉
は
、
荷
号

・
杜
国

・
野
水

・
重

五

・
羽
翌
と
い

っ
た

土
地

の
俳
人

に
迎
え
ら
れ
、

の
ち

「
冬

の
日
」
に
収
め
ら
れ
る
五
歌
仙
に
客
座

し

て
い
る
。

こ
れ
は
、
そ
の
最
初
の
〈
狂
句

こ
が
ら
し
V

の
巻
の
月
の
句

。
夜

長
を
刻
む

水
時
計

の

「
秋
水

一
斗
」
を
酒

に
転
じ
、

「
日
東

の
李
白
」
と
称
さ
れ
た
詩
人

の
坊
屋
で
の
月
見

の
宴

が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
杜
甫
の
「李

白

一
斗
詩
百
篇
」

(
飲
中
八
仙
歌
)
の
詩
句
を

ふ
ま
え
た
、

「
古
風
」

(
中
村
俊

定
氏

「
芭
蕉
句

集
」
古
典
大
系

)
だ
が
、
詩
的
風
韻

へ
の
あ
こ
が
れ
と
い

っ
た
も
の
を
あ
ざ
や

か

に
反
映
し
た
付
句

で
あ
る
。
芭
蕉
の
前
句

の
意
図
は
付
き
過
ぎ
る

ほ
ど
充
分

に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。
延
宝

・
天
和
期

の
、
直
裁
の
詩
句
の
別
出
と
い

っ

た
漢
詩
文
調
か
ら
は
す
で
に
離
れ

つ
つ
あ
る
が
、

な
お
、

そ
れ

の
風
俗
化
し

た

雰

囲
気
は
濃
厚

で
あ
る
。

と

こ
ろ
で

「
日
東

の
李
白
」
と
は
、

い
う
ま

で
も
な
く
洛

北

一
乗
寺

に
隠
棲

し

た
石
川
丈
山

の
面
影
が

こ
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
称

が

一
般
化
す
る
に
つ
い

て
は
、
寛
文
十

一
(
一
六
七

一
)
年
三
月
刊
の

「
覆
醤
集
」
上
下
巻

二
冊

(
の

ち
上
下
巻
合
冊
し
て
覆
刻
版
も
あ
る
)
の
流

布
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き

い
。
す

な
わ
ち
、
講
習
堂
松
永
昌
三

の
序

文

に

「
異
客
之
推
弊
欽

服
、
称

日
東
之
李

杜
」
と
あ
る
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
の
ち

に
山

口
素
堂
が
詩
仙
堂
を
訪
れ

て

「
先

尋

日
東
之
李

杜
」

(
「
素
堂
家
集
』
)
な
ど
と
詠
ず
る
の
も

「
覆
醤
集
」

へ
の

親
灸
を
思
わ
せ
る
。

丈
山

の
詩
名
を

「
日
東

の
李

白
」
と
高
か
ら
し
め
た
の
は
こ
の
よ
う

に

「覆

醤
集
」
に
他
な
ら
な
い
が
、

こ
れ
は
講
習
堂
も
記
す
よ
う

に
朝
鮮
の

「
異
客
」

の
批
評

に
も
と
つ
く
も

の
で
あ

つ
た
。

丙
子
の
年
朝
鮮
の
詩
学
教
授
権
拭
と
い
ふ
者
来
朝
す
。
君
往
て
之
に
遇
ひ
、

楮
國
毛
生
を
し
て
共
に
晒
語
せ
使
む
。
拭
言
談
の
除
、
詩
巻
を
取
り
て
之
を

讃
む
。
讃
み
了
り
て
疎
然
と
し
て
舌
を
縮
て
嘆
じ
て
日
く
、
君
は
廼
ち
詩
家

の
正
宗
な
り
。
文
は
或
は
勧
護
す
る
者
之
を
能
せ
ん
。
詩
は
天
生
の
清
格
に
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非
ざ
れ
ば
為
す

こ
と
能
は
ず
。
古
人
楊
伯
起
を
以
て
関
西

の
夫
子
と
為
す
。

君
を
以
て
日
東

の
李
杜
と
為
す
は
妄

に
非
ざ
る
な
り
。
貴

に
言

を

知

る

な

り
、
と
。

(

「
覆
醤
集
」
序
、
原
漢
文
)

こ
れ
は
後
出
す
る

「
與
朝
鮮
國
権
學
士
菊
軒
筆
談
書
」

(
私

に
番
号
を
付
し

た
)
⑮

の
権
拭

の
言
を
ふ
ま
え
た
部
分
で
あ
る

(
76
77
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
丈
山

が
朝
鮮
通

信
使

一
行
の
製
述
官
菊
軒
権
拭
と
会
見
し
た
の
は
寛
永
十
四

(
一
六

三
七
)
年

一
月
十
八

日
で
あ
り
、

「
日
東
之
李

杜
」

の
名
は

こ
の
日
の
権
拭

の

言

に
由
来
す
る

こ
と
を
昌
三
は
言
明
し
て
い
る
。
こ
の
丈
山
と
権
拭
の
筆
談
の

内
容
は

「
丈
山
筆
語
」
(神

宮
文
庫
蔵
本
は
原
題
策
を

欠
き
、
貼
題
策

に
こ
の
よ

う

に
あ
り
、
今
こ
れ
に
従
う
)
唐
本

製
大

本

一
冊

(
天
和
二
壬
戎
孟
秋
上
溝
日

/
錐
邑
書
叢
丁
字
屋
源
兵
衛
新
刊
)
と
し
て
公
刊
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
覆

醤
集
」
刊
行
よ
り
後
れ
る
こ
と
十

一
年

で
あ

る
。
さ
ら

に
、
下

っ
て

正

徳

元

(
一
七

一
一
)
年
六
月

に
本
書

は

再

刊

(
正
徳
元
辛
卯
年
林

鐘
吉
辰
/
田
中
庄

(
1
)

兵
衛
寿
梓
)
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
、
天
和
二
年
、
正
徳
元
年
と
も

に
、
慶
長

十
二
年
か
ら

日
鮮
修
好
が
回
復
し
て
以
来
、
第
七
次
、

第
八
次

の
朝
鮮
通
信
使

が
来
朝
し

て
お
り
、
こ
れ

に
あ

て
こ
ん
だ
出
版
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

講
習
堂
が

「
覆
醤
集
」
序

で
述

べ
た

「
日
東
之
李
杜
」
の
評
言
は
、
「
丈
山
筆

語
」

の
公
刊

に
よ

っ
て
裏
付

け
を
得
て
、

そ
の
当
否
は

別
と
し
て
も
、
世
俗

で

の
評
価
を
確
か
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く

「與
朝
鮮

國
権
學
士
菊
軒

筆
語
」
は
、
石
克
子
復

(
石
川
孫
十
郎

)
編

「
新
編
覆
醤
績
集

」

(
延
宝
四
年

刊
)
巻
十
六
に
収
録

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、

こ
ち
ら
は
大
部
な
も

の
で
、

そ

の
影
響
力
は
単
行
本

の
前
者

に
比

べ
て
、

そ
れ
ほ
ど
大

き
か

つ
た
と
は
思
わ

れ
な
い
。

と
こ
ろ

で
、

「
丈
山
筆

語
」
と

「
覆
醤
績
集
」
と

で
は
わ
ず
か
な
が
ら
措
辞

な
ど
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、

こ
れ
ら
刊
本

の
も
と

に
な

っ
た
自
筆

の
原

翰

に

つ
い
て
も
報
告
の
あ

っ
た

こ
と
を
き
か
な

い
の
で
、
静
嘉
堂
文
庫

に
所
蔵

さ
れ

る
そ
れ
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
筆

談

・
唱
酬

に
お
け
る
丈
山

の
立
場
な

ど
明
ら
か

に
し
た
い
。

二

丈
山

・
権
拭
の
筆
談
ま
で
の
経
過
と
背
景

寛
永
十
三

(
一
六
三
六
)
年
来
聰

の
朝
鮮
通
信
使
は
、

正
使
が
通
政
大
夫
任

紐

(
号
白
麓
)
、
副
使

が
金
世
濠

(
号
東
浜
)
、
従
事
官

が
黄
康

(
号
青
丘
)
、

読
祝

(
製
述
)
官

が
吏
文
学
官
権
拭

(
号
菊
軒
)
、
そ
の
他
訳
官
、
書

記
、

写

字
官
、
画
工
、
医
師
、
箏

、
楽

人
、
馬
芸
員
な
ど
随
行
し
、
下
官
な
ど
含

め

総
勢

四
七
五
名

で
あ

っ
た
。

慶
長
十
二

(
一
六
○
七
)
年

に
対
馬

の
宗
義

智
の
努
力

に
よ

っ
て
日
鮮
修
好

が
成
り
、
徳
川
時
代
最
初
の
回
答
使

が
来
朝
し
て
、

そ
の
後
元
和
三

(
一
六

一

七
)
年
、
寛
永
元

(
一
六
二
四
)
年

に
続
い
て
、
第

四
次

の
通
信
使
来
朝

が
こ

の
時

に
あ

た
る
。
前
の
三
回
は
、
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
、
い
わ
ゆ
る
文
禄

・
慶
長

の
戦
中
戦
後

に
、
日
本

へ
連
行

・
拉
致
さ
れ
た
お
よ
そ
七
万
五
千

人
に
及

ぷ
俘

携
刷
還
と
国
書
回
礼
を

主
目
的
と
す
る
回
答

使
で
あ

っ
た
が
、

こ
の
年

に
至

っ

て
、
は
じ
め
て
奉
平

の
賀

の
た
め
に

「
朝
鮮
通
信
使
」
と
し

て
来
朝
し
た
も
の

で
あ

っ
た
。

こ
の
前
後
か
ら
幕
府

が
と
り
は
じ
め
た
海
外
渡
航
禁
止
、
貿
易
制

限
、
キ
リ
シ
タ

ン
弾
圧
と
い

っ
た
厳
し

い
外
交
政
策

は
、
平
戸
を
閉
鎖
し
長
崎

に
出
島
築
造
、
寛
永
十
四
年
の
島
原

・天
草

の
乱
に
至

っ
て
頂
点

に
達
す
る
が
、

こ
の
よ
う

な
鎖
国
政
策

の
渦
中

に
あ

っ
て
、
朝

鮮

(
明

・
清
と
の
交
易
も
含

め

て
)
と

の
責
極
的
友
好
を
進
め
て
き
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
外

交
転

換
が
う
か

が
え
る
。
西
洋

へ
の
窓

口
を
極
端

に
狭
め
、
東

洋
を

受
け
入
れ

よ
う

と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
中

で
、
慶
長
十
二
年

に
始

っ
て
文

一 ・66一



化
八
二

八

一
一
)
年

に
至
る
ま

で
十
二
次
に
わ

た
る
信
使
来
聰

が
行

な
わ
れ
、

徳
川
時
代
を
通
じ

て
両
国
の
平
和
な
関
係
が
保

た
れ

た
。
近
代
以
降

の
不
幸

に

比

べ
て
、
貴
重
な

一
時
期

で
あ

る
。

し
か
し
、

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
そ
れ
は
、

「
通
航

一
覧
」
巻
二
十
四
～
二
十

七

に
輯
録
さ
れ
た
修
好
始
末
の
記
事

に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
秀
吉
軍
撤
退
後
の

朝
鮮
、
明
、
お

よ
び

日
本

を
め
ぐ
る
三
国

の
内
政
問
題
、
外
交
上

の
微
妙

な
関

係
を
背
景

に
見

て
、

そ
れ

に
当

っ
た
対
馬
宗
家

の
、
時

に
は
国
書

の
改
寛

(
柳

川
事
件
)
な
ど
ま

で
を

や

っ
て
の
け
て
の
、
危
う
い
国
交
回
復
で
あ

っ
た

こ
と

が
わ
か
る
。

秀
吉

の
侵
略

の
傷
跡

は
、
釜
山

や
漢
城

の
み
な
ら
ず
、
戦
時

に
連
れ
来
た

っ

た
多
く

の
在

日
俘

揚
朝

鮮
人

や
京
都
の
東
山

に
あ
る
豊
国
神
社
前
の
耳
塚
と

い

っ
た
具
体
的
な
存
在
と
し
て
残

さ
れ

て
お
り
、
通

信
使

の
来
朝
ご
と
に
、

そ
の

残
虐

ぷ
り
は
く
り
返
し
確
認
さ
れ

た
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
痕
跡
と
し

て

残

る
日
本
人

の
性
向

に
対
す
る
不
信
を
解
く
た
め
に
、
徳
川
幕
府
が
国
力
を
あ

げ
て
信
使
の
歓
迎

・
饗
応

に
努
め
た
よ
う
す
は
、

(
習
慣

の
違
い
な
ど
に
よ
る

対
応
上

の
行
違

い
や
誤
解
な
ど
い
く
ら
も
あ
る
が
)
同

じ

「
通
航

一
覧
」
巻

四

十
八
～
八
十

に
見
え
る
信
使
参
向
道
中
、
信
使
聰
礼
、
営
中
御
饗
応
な
ど
の
記

事
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
五
、
六
百
名

に
も
の
ぼ
る
信
使

一
行
の
道

中
は
、

江
戸

へ
の
往
還

に
延

々
四
ケ
月

(
朝
鮮
か
ら
の
旅

程
は
の

べ
六

ケ
月
程
)
を

か

け

て
い
る
。
そ
の
間
、
道
筋

に
あ

た
る
九
州

や
瀬
戸
内
の
港
、
東
海
道
の
各
駅

を
も

つ
藩
は
、
接
待

の
た
め
の
休

憩
所

や
宿
泊
所
を
設
け
、
格

別
の
食
事
な
ど

を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
く

の
人
を
動
員
し
、
出
費
を
要
し

て
い
る
。

の
ち
、
経
済
的
負
担

が
藩
財
政
を
揺

が
す

よ
う
な
事
例
も
あ

っ
て
、
質
素
に
迎

え
る

べ
き
と
の
献
言

が
な
さ
れ
た
ほ
ど

で
あ

っ
た
。
幕
府
は
中
国
、
オ
ラ

ン
ダ

を

「
通
商
の
国
」
と
し
、
朝
鮮
、
琉
球
を

「
通
信
の
国
」
と
し

て
対
応
し
て
お

り
、

と
り
わ

け
朝
鮮

に
は
丁
重
な
盛
儀
と
歓
待
を
尽
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

右
の
よ
う
な
幕
府
の
修
好

・
善
隣
外

交
の
歴
史
的
経
過
に

つ

い

て

は
、

一

七
、

八
世
紀
初
凍

ア
ジ

ア
の
情
勢
を
展
望
し

て
の
詳
論
が
備

っ
て

い

る

の

で

そ
れ

に
ゆ
づ
り
、

こ
こ
で
は
、
当
面

の
石
川
丈
山

が
接
触
を
も

っ
た
寛
永
十
三

年
次

の
通
信
使
の
こ
と

に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

「
通
航

一
覧
」
巻

四
十
八
信
使
参
向

道
中

の
記
事
、
お
よ
び

こ
の
時

の
正
使

任
続

の

「
任
参
判
丙
子
日
本

日
記
」
、
副

使

金

世

濠

の

「金
束

涙
海
嵯
録
」

(

「海
行
捻
載
」
巻
二
所
収
)
、
同
じ
く
金
世
濠

の

「
金
束
涙
嵯
上

録

李
澤
堂

(
4
)

批
評
」
、

従
事
官
黄
傑

の

「
黄

漫
浪
東
嵯

録
」

な
ど
の
日
本
紀
行

に
よ
れ
ば
、

次

の
よ
う
な
行
程

で
あ

っ
た
。

崇
禎
九
年

八
月
十

一
日
漢
江
か
ら
船
で
発

ち
、
水
行

・
陸
行
し
て
九
月
六

日

釜
山

に
到
着
。

こ
こ
で
対
馬

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
倭
館

の
平
成
春

(
烏
川
式

部
)
ら
倭
人
と
国
書

に
つ
い
て
検

討

を

重

ね
、

一
行
を
整
備
し
て
十
月

六
日

(
以
上

は
朝
鮮
暦

に
よ
る
。
以
下

の
日
付
は
日
本
暦

で
表
わ
す
)
即
ち
日
本
暦

で
十
月

五
日
に
釜
山
を
出
航
し
て
、
同

日
午
後
五
時
頃
上
対
馬

の
西
岸
佐

須
奈

浦

に
着
岸
し
た
。
七

日
鰐
浦
、
九
日
西
泊
。
十

日
金

浦
を
発

っ
て
十

一
日
対
馬

島
主
宗
義
成
及
び
京
都
の
五
山

か
ら
輪
番

で
以
酊
庵
に
派
遣

さ
れ

て
い
た
通
事

役

の
召
長
老
、
瑳
西
堂

(
東
福
寺

の
陰
召
東
堂
、

玉
峯
瑳
西
堂
)
ら

に
迎
え
ら

れ
対
府

着
。
十

一
日
後
の
二
十
三
日
対
馬
を
発
ち
、

二
十

四
日
壱
岐
の
勝
本

に

寄
港
船
待

。
二
十
六

日
発
ち
そ
の
日
築
前
の
藍
島

(
相
島

)
着
。
二
十
八
日
朝

発

っ
た
が
中
洋

に
到

っ
て

「
水
勢
淘
湧
。
帆
摘

傾
側
。
波
濤
入
舟
。
幾
至
危
域
。

船
上
之
人
。
莫
不
眩
倒
失
色
」

(「
黄
漫
浪
東
嵯
録
」
)
と
い
う
。
玄
海
灘
か
ら

響
灘
は
荒
れ
る
海
で
あ
る
。
倭
船

に
牽
引

さ
れ

て
小
倉
に
立
寄
り
、
長
門
の
赤

間
関

へ
向
う
。

二
十
九
日
は
夕
方
発

っ
て
船

に
宿

し
、
十

一
月

一
日
周
防
の
上

関
、
二
日
津
和
、
三

日
安
芸

の
鎌
刈
、
四

日
備
後
の
靭
津
、

五
日

備

前

の

午
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窓
、
六
日
播
磨

の
室
津
。
七
日
も
同
港

に
留
り
、

八
日
明
石
を
通
過
し

て
摂
津

の
兵
庫
に
到
る
。
九

日
、
　
屋
を

過
ぎ

て
午
後
二
時
頃
淀
川
の
河
口
に
到
る
。

こ
こ
か
ら
は
朝
鮮
船
は
川
底

が
浅
く

て
入
れ
な
い
の
で

「
棲
船
」

に
乗
り
替
え

る
。
朝
鮮
船

は
河

口
に
繋
置
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
棲
船
で
上

っ
て
第
七
番

目
の
大

橋

(
難
波
橋
)
の
下
を
過
ぎ
て
上
陸
し
、
旅
館

の
西
本
願
寺

へ
と
向
う

の
で
あ

る
が
、

「
金
束
涙
海
桂
録
」
に
は

「
棲
船
八
九
隻
乃
小
船
数
百
般

。
出
迎
河

口

之
外
。
自
前
使
行
。
…
船
上
設
小
棲
。
粧
以
黄
金
。
園
以
繕
幕
。
窮
極
奢
麗
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
道

中
の
様
子
は

「
街
頭
横
分
如
井
字
。
…
…
毎

一
間
懸

一

燈
。
観
光
之
人
。
千
萬
為
群
。
不
敢
出
聲
」
と
い
う
。

「東
桂
録
」
に
も

「
赤

脚
術
伏
。
不
敢
出
聲
。
燈
光
燭
影
之
下
。
但

見
其
禿
頭
而
已
」
と
い
い
、

『
日

本

日
記
」

に
も

「皆

列
坐
成
行
、
絶
無
喧
華
之
聲
。
其
厳
束
可
知
」
と
大
群
集

の
静
か
な
出
迎
え
の
様
を
印
象
深
く
記
し

て
い
る
。
以
後
、
お
お
む
ね
か
く

の

ご
と
く
で
あ

っ
た
。

十
二
日
ま

で
本
願
寺
で
休
養
し

た
。

こ
れ
よ
り
以
降
、
詩
文
や
書

画
を
求
め

ら
れ
る

こ
と
の
は
な
は
だ
多
く
な

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

「自

到
大
坂

以
後
。
諸
倭
官
求

詩
文
書

書
者
盆
集
。
學
官
罵
者

書
員
等
慮
酬
。
日
不
暇
給
」

(
「東

嵯
録
』
)
と
い
い
、

「
倭
人
求
書
書
者
。
日
夜
盆
集
。
朴
之
英
趙
延
砿

金
明
國
。
不
勝

其
苦
。
金
明
國
至
欲
出
涕
。
倭
人
最
重
全
榮
書
法
」

(

「海
椎

録
』

)
と
い
う
す
さ
ま
し
さ
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
十
三
日
枚
方
、
十
四
日
淀
、

十

五
日
午
後
四
時
頃
京
都

に
入
り
、
本
国
寺
を
旅
館
と
し

て
四
日
間
逗
留
し
、

二
十

日
午
前
八
時
頃
京
都
を
出
発
し

て
い
る
。
こ
の
間
、十
七

日
に
は
京
都
所
司

代
板
倉
重
宗
が
訪
れ
た
の
で
信
使
は
俘

携
刷
還

の
こ
と
を
申
し
入
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
後
江
戸
で
奉
行
堀
田
麺

貨
守
宛
に
差
出
さ
れ
た
「崇
禎
九
年
八
月

十

一
日

朝
鮮
國
覆
曹
参

判
朴
明
榑
」
の
文
書
と
同
様
の
も
の
で
、
近
畿

一
帯

の
在
日
俘
携
朝
鮮
入
の
刷
還
を
京
兆
ヂ

へ
対
し

て
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
十

五

日
京
入
り
し

た
時

の

任

続

の

「
日
本

日
記
」

(
朝
鮮
暦
で
十
六

日
付
)

に

は
、
淀
か
ら

一
行
を
迎
え
る
大
群
集
の
中

に
朝
鮮
人
俘
携
を
見

い
出
し
て
次

の

よ
う
に
記
し

て
い
る
。
「
ー

其
中
勿
論
男
女
。
往
往
合
手
而
祝
。
鞠
躬
致
敬
。

或
頻
頻
拭
涙
僕
僕
望
拝
者
。
皆
我
國
被
携
人
也
。
自
淀
浦
至
倭
京
本
國
寺
三
十

里
間
。
所
見
必
不
周
偏
。
而
其
数

一
百
七
十
人
中
、
男
子
只
二
十
三
人
。
何
其

男
少
而
女
多
耶
。
壬
丁
兵
乱
被
創
之
数
。
男
子
係
来
元
多
而
然
耶
1

」
と
。

信
使
の
来
朝
を
喜
び
、
し

き
り

に
涙
を

ぬ
ぐ

っ
て
は
辞
儀
を
す
る
朝
鮮
人
を
任

胱
は
残
ら
ず
故
国

へ
連
れ
還
り

た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

京
都

か
ら
は
陸
路
と
な
り
、
大
津
、
守
山
、

八
幡
山
を
通
り
、

二
十

一
日
佐

和
山
、
今
須
。

二
十
二
日
大
垣
、
墨
俣
。
二
十

三
日
名
古
屋
に
入
り
大
光
院

に

止
宿
。
二
十

四
日
鳴
海
、

二
十

五
日
岡
崎
、
赤
坂
、
二
十
六
日
吉
田
、
荒
井
、
二

十
七

日
浜
松
、
見
付
、
二
十
八
日
掛
川
、
金
谷

、
二
十
九
日
藤

沢
、
駿
府
、
三

十

日
清
見
寺
、
吉
原
を

へ
て
夜
深
く
三
島

着
。
十

二
月

一
日
大
雨

で
逗
留
し
、

二

日
箱
根
、

三
日
小
田
原
、
大
磯
、
四

日
藤

沢
、
五
日
神
奈
川
、
品
川
、
そ
し

て
六
日
江
戸

に
到
着
し
、

馬
喰
町

の
本
誓
寺
を
旅
館
と
し
て
滞
在
す
る

こ
と
に

な
る
。
翌
七

日
、
幕
府
上
使
土
井
大
炊
頭
、
酒
井
讃
岐
守
が
本
誓
寺

へ
来
て
挨

拶
し
遠
来

の
使
者

の
労
を
ね
ぎ
ら

っ
た
。

十
二
月
十

三
日
朝
江
戸
城

に
参
り
泰
平
を
奉
賀
し
、
朝

鮮
王
李
保

よ
り
の
国

書
、
進
物
を
献

じ
、
儀
式
を
済
し

た
。
と

こ
ろ
が
、

こ
の
間
に
は
種

々
の
問
題

が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
羅
山

が
起
し
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
三
使
よ
り

訳
官
の
洪
喜

男
が
嘉
善
大
夫
で
上
位
な

の
に
従
官
と
な

っ
た
の
は
お
か
し
い
と

か
、
信
使
ら
の
将
軍
の
拝
謁
を
秀
吉
の
時
聚
楽
第

に
使
節
が
来

た
時

の
よ
う
に

柱
を
隔
て
て
使
臣

の
礼
を
尽
せ
と
か
、
幕

閣
を
含
め
て
の
朝
鮮

に
対
す
る
優
位

を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
あ

ら
わ

に
出
て
、
信
使

の
反
発
を
招

い
た
の
で

あ
る
。
ま

た
、
将
軍
家
光

は
通
信
使
来
聰
に
先

だ

っ
て
日
光
東
照
宮

の
大

修
建
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を
行

っ
て
お
り
、
豪
華
絢
燗

の
社
殿

へ
の
参

詣
を
要
望
し

て
い
る
。
宗
義
成
を

通
し
て
こ
れ
を
伝
え
る
と
、
三
使
は
国
命
を
請
け
て
い
な

い
と
肯
わ
な
か

っ
た
。

双
方

に
混
乱
と
紛
糾
を
招
い
た
が
、
高
麓
朝
の
使
節
が
筑
紫
の
観
世
音
寺

に
遊

覧
し
た
前
例
も
あ
り
、
国
書
伝
達
の
速

や
か
な
ら
ん
こ
と
を
条
件

に
招
待
を
受

(
6
〉

諾
し
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
日
の
朝
鮮
聰
礼
に

つ

い

て

は

『大
猷
院
殿
御
実

記
』
巻
三
十
三
に
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、

右
の
よ
う
な
紆

余
の
内
実
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。

十

二
月
十
七
日
、

三
使
を
含
め
一
=

七
名

(
一
六
九
名
は
江
戸
留
)
で
日
光

へ
向

い
、
二
十

一
日
雪
の
中
を

登
山
拝
廟
。

こ
こ
で
求
め
ら
れ

て
詠
じ
た
三
使

(
7
)

の
詩
十
六
首
が

「東

照
宮
社
緑
起
」
の
中

に
残

さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
ま

た
、

「
金
東
浜
嵯

上
録
」

に
も
〈

日
光
寺
〉
と

題
す
る
七
律
四
首

が
収
め
ら
れ
て
い

る
。

こ
の
時
、

三
使

に
代

っ
て
権
拭

が
詩
を
詠

ん
だ
も
の
も
あ
り
、

こ
れ
ら
に

羅
山

が
和
し
て
い
る

(

「
和
朝
鮮

三
使

日
光
山
中
詩
井
序
」

「
羅
山

詩
集
」
第

四
十
七
、
外
國
贈
答
)
。
日
光
参

詣
は

こ
の
後
寛
永
二
十
年
、
明
暦
元
年
ま

で

で
以
後
は
中

止
さ
れ
た
。

二
十
四
日
午
後
、

一
行
は
江
戸

へ
帰
り
、

二
十
九

日
に
は
帰
国
の
た
め
江
戸

を
出
発
し
た
。

こ
の
間
、
二
十
七

日
付
で
朝
鮮
国
王
宛
の
信
書
を

羅
山

が
起
草

し
て
い
る

(
「
羅
山
文
集
」
第
十

四
、
外
国
書

下
)
。
ま
た
、
権
拭

や
文
弘
績

と
筆
談

・
唱
酬
し
た

の
も
こ
の
滞
留
中
で
あ

る

(
「
羅
山
文
集
」
第
六
十
、
雑

著
五
)
。

こ
れ
ら
の
筆
談
で
は
、
朝
鮮

の
官
制
や
歴
史
上

の
疑
点
に
ま

で
質
疑

に
及
ん
で
お
り
、
外
交
使
節
に
対
し
て
非
礼

か

つ
非
常
識
な
も
の
が
あ

っ
た
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
堀

勇
雄
氏

「
林
羅
山

」

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
九

・
六
刊
)

で
も
言

及
さ
れ
て
い
る
の
で
内
客
に

つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
家
光

に
た
し
な

め
ら
れ
る
程

の
実
質
の
な
い
知
識
を
ひ
け
ら
か
す

よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た

(「
大

猷
院
殿
御
実
記
」
附
録
巻
五
)
。

帰
路
も
ほ
ぼ
同
じ

コ
ー

ス
を
た
ど
り
、
年
を
越
し

て

一
月
十
五
日
に
京
都

に

入

っ
て
、
十
八
日
ま
で
本

国
寺

に
逗
留
し
た
。
こ
の
折

に
丈
山

と
権
拭

の
筆
談

が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
後
述
す
る
。

十
九

日
朝
京
都
を
出
発
し
、

二
十
日
大
坂
着
。
二
十
五

日
楼

船
で
淀
川
を
下

り
、
河

口
で
朝
鮮
船

に
乗
移
り
、
帰
国

の
航
海

へ
と
発

っ
た
。
風
の
た
め
、
出

航
し

た
の
は

一
月

三
十

日
で
あ

っ
た
。

二
月
十
四
日
対
馬
着
。
同
二
十
三

日
こ
こ
を
離
れ

て
、
二
十

四
日

(
朝
鮮
暦

で
二
月
二
十
五
日
)
午
後
六
時
頃
、
荒

波

の

中

を
釜
山
の
近
く

へ
帰
り
着
い

た
。す
で

に
六
ケ
月

が
経
過

し

て

い

る
。
迎
え
の
者

が
船
上

に
来
た

っ
て
引
接

し
、
国
情

の
変
化
を
告
げ

た
。
信
使

一
行

が
日
本

へ
と
往
還
し
て
い
た
間

に
、

朝
鮮
は
清

の
太
宗
に
進
攻
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
朝
鮮
王
は
江
都
を
出

て
南

漢
城

に
た
て

こ
も

っ
て
抗
戦
す
る

こ
と

五
十

日
で
あ

っ
た
が
、

一
月

二
十
四

日

に
江
都
も
陥
落
し
、
三
十

日
に
は
王
も
城
を
出
た
。
明
か
ら
清

へ
と
、
宗
主
国

の
変
更
を
余
議
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
任
続
は

「
日
本

日
記
』
を
次

の
よ

う
に
結
ん
で
い
る
。

「1

始
詳
清
騎
犯
京
辞
縁
及
東
殿
寛
有
行
之
翠
。
五
内

擢
裂
。
只
自

痛
芙
而
已
。
下
陸
之
後
。
東
葉
府
伯
及
水
使
。
井
迎
見
。
握
手
相

働
。
夜
分
始
罷
。
封
馬
島
鰐
浦
抵
釜
山
四
百
八
十
里
1

」
と
。

新
し

い
政
情
不
安
に
つ
い
て
は
金
東
浜

「海
嵯
録
」

に
や
や
詳
し
く
述

べ
ら

れ

て
い
る
が
、

日
本
往
復
の
概
略

は
ほ

ぽ
右
の
通
り

で
あ

っ
た
。
航
路

に
つ
い

て
は
対
馬
の
船
が
外
海
、
内

海
と
も
先
導
、
護
衛
し
、
港

や

陸

路

の
旅
館
で

は
、
大
名
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
藩
の
総
力
を
あ
げ
て
饗
応

・
歓

迎
を
尽
し
た
。
道

中
六
ケ
月
間
、
宗
義
成
を
は
じ
め
対
馬
の
儒
員

・
通
事
ら
が

つ
き
従

っ
て
、
で

き
る
だ
け
両
国
の
友
好

の
た
め
に
誤
解
や
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
る
。

石
川
丈
山
が
、
以
上

の
よ
う
な
両
国

の
関
係
を
背
景

に
お
い
て
、
通
信
使
と
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筆
談

・
唱
和

に
及
ん
だ
の
は

一
月
十
八
日
の
こ
と

で
あ

っ
た
。
信
使

一
行
が
滞

籍

匙
日
蓮
宗
挨

国
埴

辮

樋
竪
原
に
あ
る
。

り
つき
つ
て
喜

ん

「
坊
舎
百
二
十
絵
宇
、
寺
家
繁
多
他
寺

に
こ
え
た
り
、
故

に
琉
球
、
朝
鮮
人
等

来
朝
の
時

は
こ
ゝ
に
て
饗
慮
有
り

と
か
や
」

(

「
出
来
斎
京
土
産
」
巻
二

・
延

宝
二
年

刊
)
と
い
う
。

こ
の
日
丈
山
が
本

国
寺
を
訪
れ

た
の
は
、
板
倉
重
宗

の
家
臣
都
筑
吉
保

が
米

撰

や
下

程
の
諸
品
を
届
け
た
折

に
同
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
京
都

の
饗

給
は
板
倉
重
宗
が
担
当
し
、
岡
部
美

濃
守
宣
勝
、
藤
林
市

兵
衛
、
木
村
宗
右
衛

門

が
往
復
と
も
事
に
あ

つ
か

っ
て
い
た

(
「
通
行

一
覧
」
巻
四
十
八
)
。
任
続

「
日
本
日
記
」

に
は

「
前
来
撰

已
壷
。
周
防
守
叉
送
下
程
諸
品
。
令
受
之
。
吾

日
供
絵
米
。
則
分
給
行
中
難
苦
之
役
者
五
六
名
。
使
自
此
永
以
為
式
」
と
記
さ

れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。
筆
談
の
相
手

の
権
拭

の
日
記
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の

は
遺
憾
と
い
う
他
な
い
が
、
金
東
浜
も
黄
陳
も
、
丈
山

に

つ
い
て
は
い

っ
さ
い

記
す
と

こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
は
当
然

の
こ
と
で
も
あ

る
。
読
祝
官

(
製
述
官
)

ら
、
上
上
官

以
下

の
者

の
役
目
で
あ

っ
て
、
正
使
や
従
事
官
に
直
接
面
会
で
き

る
は
ず
も
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、

こ
の
間
の
三
使
節
の
日
記
の
内
容
を

の
ぞ
い
て
お
く
と
、
次
の
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
五
日
ー

午
後
大
津
か
ら
京
へ
到
着
。
重
宗
が
人
を
つ
か
わ
し
て
一
行
を
迎

え
米
饒
を
下
程
、
別

に
齪
物
を
呈
さ
れ
た
。

十
六
日
-

紀
州
大
納
言
か
ら
猪
、
鯨
肉
な
ど
呈
さ
れ
た
。
洪
喜
男
を
重
宗
の

所

へ
遣

わ
し
、
俘

携
刷
還
に
つ
い
て
返
事
を
求
め
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

九

州
、

四
国
、
幡
磨
、
摂
津
な
ど
、

一
人
も
帰
還

の
希
望
者

は
な

い
と
い
う
。

京
、
大
坂
は

二
度

も
捜
索
を
く
り
返
し
た
が
、
老
た
る
者

は
す

で
に
死
に
、

壮
年
者
も
す

で
に
老
い
、
子

や
孫

が
い
て
彼

ら
を
置
い
て
帰

国
す
る

こ
と
は

で
き
な
い
と

い
う
。
た
だ
、
対
馬
太
守
が
周
旋
す
る
百
録
人
、
あ
る
い
は
四
、

五
十

人
は
帰
還
で
き
る
か
と
い
う
。

十
七
日
-

大
福
寺
の
僧
壽
仙
が
訪
問
。
彼
は
明
年
か
ら
対
馬
の
文
書
官
と
な

る
者

で
あ
る
。
や
む
を
得
ず
任
続
も
面
会
し
た
。
壽

仙
は

硯
具
を
三
使
に
献

呈
し
た
が
三
使
と
も

に
辞
退
。
任
紐
は

こ
れ
を
権
俄

に
給
し
た
。

十
八
日
-

金
束
倶
の
部
下
三
名
が
十
日
ほ
ど
前
か
ら
痘
疫
で
病
ん
で
い
た
が

つ
い

に
死
ん
だ
。
医
師
賢
冶

が
副
使

の
と

こ
ろ

へ
来

た
。
ま
た
、
宗
義
成
と

召
長
老
、
瑳

西
堂

が
来
た
。
前

に
届

い
た
米
撰

が
尽
き
た
と

こ
ろ
に
、
重
宗

か
ら
食
料

な
ど

が
届
け
ら
れ

た

(
前
掲
の
引
用

「
日
本
日
記
』
参

照
)
。

十
九
日
-

朝
食
後
、
雨

の
降
る
中
を
出
京
し

て
淀

へ
向

っ
た
。

三
使
の
日
記
で
も
分
る
通
り
、
最
重
要

な
の
は
俘
携
刷
還
の
こ
と

で
あ
る
。

重
宗
は
寛
永
十
四
年

正
月
十
九

日
付
で
こ
れ

に
対
す
る
書
翰
を
届
け

て
い
る
。

「1

且
所
求
之
俘
虜
、
前
因
悉
刷
還
無
有
子
遣
焉
、
錐
有
存
活
者
、
其
末
商

庶
華
者
、
而
各
土
着
親
睦
、
無
郷
念
之
動
、曼
乙
或
願
還
者
、須
在
陀
期
=

」

(
「
通
航

一
覧
」
巻

四
十

八
)
と
い
う
返
事

で
あ

っ
た
。
前
出
し
た
江
戸
で
の

刷
還
要
請
の
公
式
文
書

に
対
し
て
も
、
幕
府
の
代
表

と
も

い
う

べ
き
塀

田
加
賀

守
か
ら
の
、
ほ
ぼ
同
様

の
書
翰

が
朴
明
榑
宛

に
出
さ
れ

て
い
る

(「
同
書
」
巻
百

四
)
。
す

で
に
寛
永
元

二

六
二
四
)
年

の
通
信
使
来
朝

の
折
に
も

一
四
六
人

を
と
も
な

っ
て
帰
国
し
た
の

で

あ

る

が
、

そ
の
時

の
副
使
姜
弘
重
の

『
東
嵯

録
』

に
記
さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、
訳
官
の
康

遇
聖

(
寛
永
十
三
年
次
も
来
朝
し

て
い
る
)
が
大
津

の
人
と
の
話

で
、
李
文
長
と
い
う
朝
鮮
人
が
京
都

に
い
て
ト

を
売

っ
て
食
し
、
被

携
人
を
恐
喝
し
て
帰
還
し

て
も
益
な
し

と
遊
説
す
る
と
い

(
9
)

う
話
を
聞

い
て
も
い
る
。
黄

陳
の

「
東
嵯
録
」

二
十
四

(
日
本
暦

二
十
三

日
)

日
大
坂

に
て
の
記
事
に

「
被
携
人
或
有

到
門
外
者
。
而
無

一
人
願
蹄
。
中
有

一

漢
。
自
言
貧
甚
。
去
歳

鴛
七
歳
女
子
。
今
已
食
壷
。
願
去
寛

不
至
。
密
陽
人
有

與
行
中
下
人
。
同
姓

五
寸
親
者
。
亦
約
束
不
至
。
皆
言
關
白
出
令
。
申
飾
各
州
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各
防
。
使
者
已
再
過
云
。
曽
在
江
戸
時

。
率

一
漢
而
来
。
至
此
迩
去
。
極
可

痛

憤
。
」
と
あ
る
。
前
掲

の
重
宗

の
十
九
日
付

の
書

翰
も

こ
の
日
に
京
都
か
ら
よ

う

や
く

に
届
い
て
い
る
。

日
本
の
官
史

の
す
げ
な
い
返
翰
と
、
他
郷

に
土
着
化

し

た
俘
携

の
事
情
と
を
合
せ
思
う
、

信
使
の
痛
憤

に
耐
え
ら
れ
な
い
、
や
り
場

の
な
い
傷
み
が
行
間
か
ら
伝
わ

っ
て
く
る
。

右

の
よ
う
な
、
刷
還
交
渉

の
難
航
す
る
中
で
、
食
饅
を
届
け
る
公
務
の
使
者

に
従

っ
て
出
か
け
、

そ
の
後
、
や
や
く
だ
け
た
半
公
式
の
場

で
丈
山
と
権
拭
と

の
筆
談

・
唱
酬
は
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
事
丈
山
は
市
隠
の
身
の
上

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
十
三
年
、
病
気
養

生

の
た
め
に
有
馬
温
泉
に
出
か
け
る
と
称
し
て
、
広
島
か
ら
京
都

へ
と
居
を
移

し
て
い
る
。
そ

の
前
年

の
寛
永
十

二
年

に
母
を
喪

い
、
浅
野
公

へ
致
仕
を
願

い

出
た
が
許
さ
れ

な
か

っ
た
の
で
こ
の
挙

に
出
た
も
の
と
い
う

(

「東
漢
石
先
生

年
譜
」
人
見
竹

洞
編

)
。
そ
れ
は
、
寛

永
十
三
年
三
月
初
旬

の
こ
と
で
あ

っ
た

(
-o
)

こ
と
が
確

認
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
十
四
年
間
奉
公
し

た
浅
野
家
を
出
奔
に
近

い
か
た
ち
で
去
る

に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
点
を
残
す
が
、

「
筆
語
」
⑦

に
、
老

母
と
死
別
後

「
辞
官
顛
禄
抱
病
致
仕
、
方
今
隠
洛
納
、

以
歌
考
梨
、
所
以

一
生

不
燭

女
色
無
有
妻
子
、・
行
李
蒲
然
乾
坤

一
浮

客
、
何
地
不
遊
哉
」
と
権
拭

へ
隠

遁

の
楽
し
み
を

語

っ
て
お
り
、

致
仕
の
理
由
は

「年
譜
」

に
い
う
通
り

「
退
隠

之
志
」
を
果
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

と

こ
ろ
で

「
年
譜
」
寛
永
十
四
年

の
項

に

「
公
五
十
五
歳
在
二
京
師

一
ト
ニ
居

相
國
寺
之
側

こ

と
あ
る
が
、

こ
れ

は

「
覆
醤
績
集
」
巻
十

一
〈
與
林
羅
山
〉

に

「
丁
丑
之
夏
於

二
萬
年
之

傍

卜
二
居

一
厘
之

居

一修
二
環
堵
之
室

一安
二
微

砂
之
身

一」
と
あ

っ
て
、
権
拭
と

の
筆
談
よ
り

後
の
こ
と

に
属
す
る
。
だ
か
ら

筆
談
を
し
た
頃

の
丈
山
は
、
こ
の
書
翰

に
対
し

て
羅
山
が
無
音

の
謝
辞

に

「嘗

聞
足
下
錦

休
不
レ
京
洛

不
レ
江
湖
随
レ
所

レ
適
而
市
隠
」

(
〈
示
云
石

川
丈
山

一
〉

『
羅
山
文
集
」
第
七
)
と
書

い
た
よ
う
な
、

い
ま
だ
居
を

定
め
ず
遊
歴
し
て
い

る
時
期

に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、

そ
の
よ
う
な

「
市
隠
」
の
身
の
丈
山

が
、
半
ば
公
式

の
場

に
出
か
け

る

こ
と

に
な

っ
た
の
は
、
同
じ
く
三
河
を
故
郷
と
す
る
板
倉
重
宗

の
要
請

の
よ

う
な
も

の
が
あ

っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
徳
川
慕
府
は
そ
の
成
り
立
ち

が
三
河

松
平
家
を
申
心
に
、
本
多
氏
、
鈴
木
氏
、
高
木
氏
、
戸
田
氏
、
板
倉
氏
と

い

っ

た
石
川
丈
山

に
ご
く
親
し

い

一
族
を
家
臣
団
に
も

つ
て
い
る
。
中

で
板
倉
氏
は

重
宗
、
重
昌
と
も
丈
山
や
鈴
木

正
三
と
い

っ
た
隠
士
ら
と
密
接
で
あ

っ
た
こ
と

は
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

こ
の
四
、

五
年
後
に
丈
山
は
詩
仙
堂
を
築
き
、
そ

の
後

三
十
年

に
わ
た

っ
て
詩
三
味

の
隠
者
生
活
を
営
な
む
の
で
あ
る

が
、

そ
の

造
築
費
な
ど
ど

こ
か
ら
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ま

で
の
蓄
財
は
あ

っ

た
に
し

て
も
、
三
河
の
石
川
氏

一
族
、
あ

る
い
は
重
宗
ら
の
庇
護
を
想
定
し
な

け
れ
ば
丈
山

の
隠
者
生
活

は
成
り
た
た
な
い
と
思
わ
れ
る
。
仮

に
俳
譜

の
宗
匠

な
み
に
詩
の
添
作
、
あ
る

い
は

『
覆
醤
績
集
」
巻
八
な
ど
に
見

え
る
碑
銘
の
類

を
撰
述
し

た
り
の
謝
礼
な
ど

が
あ

つ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
隠
者

た
り

と
も
生

活
の
糧

に
は
な
る
ま

い
。
ま

た
、
食
邑

の
ご
と
き
に
生
活
基
盤
を
持

っ

て
い
た
と
し

て
、
な
お
彼

の
三
河
武
士
と

い
う
出
自

と
家
康

に
若
年

に
近
仕
し

た
経

歴
が
隠
者
生
活
に
も
尾
を
引
い
て
い
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
「
覆
醤
集

」

に
見
え

る
幕
府
側
官
吏
と
の
交
遊
は
、
単

な
る
雅

交
に
と
ど
ま

ら
な

い
の
で
は

な
い
か
と

い
う

に
と
を
想
像
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。

隠
者
と
は
精
神
生

活
の
自
由

の
上
に
成
り
立

つ
。
そ
の
よ
う
な
精
神
生

活
の

自
由
は
、

日
常
の
拘
束
か
ら
離
れ
た
、
生
活
基
盤

の
自
立
し
た
と
こ
ろ

で
保
障

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
丈
山

が
、
重
昌

の
幹
旋
を
受
け

て
十
四
年
間
勤
仕
し
た
広
島

の
浅
野
公
の
も
と
を
、

許
し
を
受
け
な
い
ま
ま
致
仕
し
た
の
は
隠
者

へ
の
責
極

的
転
身
で
あ

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
身
の
上
を
求
め
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
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野
間
三
竹

が

「
聴
君
石
六
六
山
人
行
状
」

に

「
閑
淡
寡
欲
而
不
下
與
二
凡
塵

一

伍
上
。
錐
一二

裏

一
葛

一未

三
敢
取
二
干
人

一
。
遠
志
高
識
殆
忘

レ
世
忘
レ
物
嗜
レ
學

夢

渇
。
二
杜
レ
門
晒
麻
。
咽
十
年
壕
不
汐
接
'㌔浴
士
一杯
レ
聞

僑
事
一旗
所
二
相

交

一
者
僅
六
七

人
…
…
公
久
居
献
畝

之
問

一常

忌
二
濁
富

一
而
甘
二
清
貧

こ

と
記

し

た
丈
山

の
生
活
は
ほ
ぼ
そ
の
通
り
な

の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
「
覆

醤
集
」
「
新

編
覆

醤
集
」
を
合
せ
み
て
も
雅

交
の
相
手
は
江
戸

の
羅
山
、
驚
峰
、
讃
耕
斎
を

は
じ
め
と
し
て
、
医
師

の
武
田
道
安
、
蒙
安
、
杏
仙
、
辻
了
的
、
尾
張

の
堀
杏

庵
、
野
間

三
竹
、
同
じ
京
都
の
松
永
昌
三
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の

一
族

・
門

人

た
ち
と
い

っ
た
人

た
ち
が
主
で
あ

っ
て
、
あ
と
は
時
折
詩
仙
堂
を
直
接

に
訪

れ
る
僧
文
人
な
ど
が
そ
の
範
囲

で
あ
る
。
趣
味

と
贅

沢
の
極
を
尽
し

た
詩
仙
堂

の
凸

凹
案
十
二
境
の
屋

庭
で
、
童
僕
を
侍
ら
せ
て
月
、
花
を
楽
し
み
、
食

に
貧

窮
す
る
と
い

っ
た
心

配

の
な
い
隠
棲

が
営
な
ま
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

つ
ま
り
、

官
途
を
遁
れ

て
隠
者

の
生

活
を
確
立
し
た
上
で
、
な
お
、
雅
交
と
い
う
形

で
官

吏
と

の
交
遊
は
継
続
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
板
倉
重
宗

は
ま

ず
別
格
と
し
て
、
都
築
吉
保
、
今

枝
民
部
、
青
木
遠
江
守
、
本
多
内
記
、

野
中
伯
書
、
永
井

日
州
、
加
藤

勿
齋
、
戸
田
采
女
な
ど
と

い
う
武
士

に
求
め
ら

れ

て
銘
を
撰

ぷ
と
い

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た

(

「覆
醤
績
集
」
巻
八
)
。

す
な
わ
ち
、

の
ち

に
こ
の
よ
う
な
隠
者
生
活
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の

は
、
同
郷

の
重
宗
ら
と
の
密
接
な
交
遊

に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
交
際
は
、

丈
山

が
広
島
か
ら
帰
京
し
て

「
市
隠
」
と
な

っ
た
ま

も
な
い
頃

か
ら
は
じ
ま

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ

に
加
え
て
、
丈
山
自
身

に
も
通
信
使
と
筆
談

・
唱
和
を
通
し

て
、
自
ら
の
詩
の
ほ
ど
を
試
み
て
み
た
い

と
い
う
気
持
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
広
島
時
代

に
書

き
た
め
た

詩
稿

「
二
百
除
篇
」
を

「
菖
詩

一
巻
」

(「
筆
語
」
⑨
)

に
ま
と
め
て
、

信
使

の

還
り
を
待

っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。

そ
れ
は

「
覆
醤
集
」

に
ま
と
め
ら
れ

る
以

前

の

「
毎
有
興
趣
、

一
詠

一
吟
、
楽
心
於
其
中
」

の
も
の
で
あ

っ
た
。

三

自
筆
原
翰

「異
朝
鮮
國
権
學
士
菊
軒
筆
談
　
」

丈
山
と
権
拭
と
の
筆
談
の
自
筆
原
翰
は
、
現
在
静
嘉
堂
文
庫
に
大
型
の
折
本

一
冊
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
内
題
は
丈
山
筆
の
隷
書
体
で

「與
朝
鮮
國
権

學
士
菊
軒
筆
談
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は

「m
躰
瓢
軸
蠕

雛
問
封
帖
」

と
別
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ

に
は
お
よ
そ
四
十
篇
の
筆
談
が
順
次
貼
布
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
十
四
年

一
月
十
八
日
の
筆
談

(
私

に
番
号

)
①
～
⑳
、
翌
十
九
日
の
書
翰

に
よ
る
贈
答

⑫
～
⑯
、

お
よ
び
後

に
付
け
足
さ
れ

た
丈
山

の
駿
文
⑰
が
そ
の
全
て
で
あ
る
。

⑫
～
⑳
は
、
権
拭

の
や
や
小
型
の
罫

入
り

の
便
箋
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
墨
蹟

あ
ざ
や
か
に
、
筆
談

の
興
奮
が
し
の
ば
れ
る
。
そ
の
原
翰
を
ほ
と
ん
ど
忠
実

に
、

行
移
り
ま
で
そ

っ
く
り
に
、

刊
行
し

た
の
が
前
掲

天
和
二
年
版

「
丈
山

筆
語
」

で
あ
る
。
こ
れ

に
は
丈
山
の
肢
文
は
な

い
。

「新
編
覆
醤
績
集
」
巻
十
六

(延

宝
四
年
刊
)
は
、
同
じ
く
原
翰

に
拠

る
け
れ
ど
も
こ
ち
ら
は
駿
文
も
収
め
て
い

る
。
た
だ
し
両
者
と
も
措
辞
に
若
干

の
異
同

が
認
め
ら
れ

る
。

こ
の
破

に
は
次

の
よ
う
に
成
り
立
ち
を
記
す
。

…
…
蕾
記
取
倉
次
之
風
概
、
以
為
文
戦
之
微
　

耳
、
木
投
覆
報
亡
慮
四
十

篇
、
為
好
事
者
装
俵
巻
軸
、
蔵
諸
詩
仙
堂
之
芸
巣
、
後
之
覧
者
可
為
咲
談
之

一
助
。

戊
寅
仲
夏
望
日
参
陽
隠
夫
石
川
丈
山
肢
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印

(
頑
仙
子
)

(詩
仙
堂
)

こ
れ
は
、
も
と
筆
談
で
や
り
取
り
し

た
料
紙
を

「
文
戦
之
徴
」
と
し

て
巻
軸

に
装
被
し

て
、
詩
仙
堂
の
猟
芸
巣

(
い
わ
ゆ
る
詩
仙
堂
の
東
隣
り
の
読
書
室
、

至
楽
巣
と
も
い
う
)

に
収
藏
し

た
も

の
と
い
う
。
丈
山

に
と

っ
て
記
念
す

べ
き

も

の
で
あ

っ
た
は
ず
だ
が
、

い
つ
の
頃

に
か
詩
仙
堂
を
離
れ
、
現
在

の
よ
う
な

折
本

に
仕
立
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

(
写
真

A
参
照
)

と
こ
ろ
で
本
書
は
、

丈
山

の
肢
文

の
日
付
に
問
題

が
残
る
。

「
戊
寅
仲
夏
望

日
」
と
は
文
字
通
り
で
い
け
ば
寛
永
十
五
年

五
月
十
五

日
を
い
う
。
し
か
し
、

こ
の
時
点

で
現
在
の
よ
う
な
詩
仙
堂
は
で
き
て
い
な

い
。
詩
仙
堂
の
築
造

に
つ

い
て
は
、
正
確
に
年
次
を
定
め
難
い
が
、

『
年
譜
」
そ
の
他
を
合
せ
考
え
て
、

寛
永
十
七
年

着
工
、
十

八
年
秋
落
成
、
い
わ
ゆ
る
探
幽
描
く
と
こ
ろ

の
三
十
六

詩
仙
図

の
完
成
は
同
十
九
年
と

い

っ
た
と

こ
ろ
で
あ

ろ
う
か
。
仮
に
別
の
詩
仙

堂
が
あ

っ
た
か
と
疑

っ
て
み
る
と
、
相

国
寺

の
側

に
ト
居
し
た
睡
竹
堂
、
ま

た

は
学
甫
堂

(
丈
山
文
庫
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
)
あ
た
り

が
想
定
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、

猟
芸
巣
と

い
う
か
ら
に
は
、
現
在
の
そ
れ
を

さ
す
も

の
と
思

っ
て
よ
か
ろ
う
。

ま

た
、

こ
の
隷
書
体

の
文
字
も
、
方

形
の
違
い
ワ
ク

に

「
頑
仙
子
」
、
二
重
輪

に

「
詩
仙
堂
」

の
印
も
見
お

ぼ
え
あ
る
も
の
、
し
か
も
筆
談
の
内
容
、
筆
蹟
と

も
原
翰

と
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
日
付

の
み

が
疑
が
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は

さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
る
が
、

筆
談
を
記
念
と
し
て
残
し
た
い
と
考
え
る
に
至

っ
た
時
期

の
日
付
を
、
稜
装
し
た
際

に
記
し
た
も
の
か
、
と
今
「
は
考
え
て
お
き

た
い
。

つ
ま
り
、
現
在
の
詩
仙
堂
成
立
後

に
践
文
は
撰

ば
れ

た
ろ
う
と
思
う

の

で
あ
る
。

原
翰

と

「績
集
」
お
よ
び

『筆
語
」

の
本

文
と
の
異
同
は
異
体
字
や
日
付
、

署
名
、
宛
名
な
ど

の
有
無
な
ど
で
内
容

に
か
か
わ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

原
翰

に
対
し

て

『
績
集
」

「筆
語
」
と
も
同
程
度

の
異
同
を
示
し
て
い
る
が
、

校
異
の
い
ち
い
ち

に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

筆

談
は
①
丈
山

の
海
陸
万
里
を
越

え
て
東
武
ま
で
出
向

い
た
通
信
使

へ
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
挨
拶

に
始
ま

る
。
③
三
使
君

に
従

っ
て
貴
邦

に
入
り
風
俗
を
見
た

い
が
国
制

が
許
さ
な
い
。
あ
な
た
は
国
境
を
接
す
る

明

に

行

き
、
孔
孟

の
遺

風

.
聖
跡
を
見
た

こ
と
が
あ
る
か
の
質
問
に
、
④
権
拭
は
自
分
は
若
年
か
ら
壮

遊
の
志
を
も

っ
て
名
山
大
川
を
探
り
、
郷
魯

の
郷
も
た
つ
ね
た
が
、

日
本

へ
来

て
、
し
か
も
貴
公
と
会

え
た

の
は
幸

い
で
あ
る
と
応
じ
た
。
⑤
丈
山
は
さ
ら
に

遠
遊

の
志
を

つ
げ
、

も
し
三
韓

へ
行
く

こ
と

が
で
き
た
ら
あ
な

た
は
待

っ
て
い

る
の
か
、
の
問
に
権
拭
は
⑥

「各
天

異
地
往
来
無
便
、
尊
公
未
知
縁
何
得
到
我

邦
耶
」
と
そ
の
現
実
を
知
ら
し
め
る
。
⑦
丈
山
は
老
親
に
死
別
し
て
致
仕
し
、

洛
陽

に
隠
遁
の
生
活
を
し

て
い
る
自
分
は
あ
な
た
を
欺

い
て
か
く

言
う
の
で
な

い
こ
と
を
述

べ
る
と
⑧

権
拭
も
杜
甫

の

「
親
に
死
別
し
て
す

で
に
親
元

へ
遊
行

す

べ
き
恋
著
心
も
な
く
、
ど

こ
へ
行

こ
う
と
よ
い
」

(「
将
適
呉
楚

留
別
章

使
君

留
後

・
兼
幕
府
諸
公
、
得
柳
字
」
)
の
詩
句
は
か
え

っ
て
悲
痛
の
辞
だ
と
同
感

し
、
自

分
は
七
十
歳
の
老
親
を
抱
え
な
が
ら
公
務
と
は

い
え
東
西
に
奔
走
し

て

忠
孝
は
全
う
し

が
た
い
と
述

べ
る
。

こ
れ
を
端
緒

に
丈
山
と
心
が
通
じ
て
き

た

と
思
わ
れ
る
。

⑨

丈
山
は

こ
こ
で
、

こ
れ
ま

で
書
き
と
め

て

き

た

二
百
蝕
篇

の

「
菖
詩

一

巻
」
を
取
り
出
し
て
権
拭

に
批

評
を
乞
う
た
。
⑩
権
拭
は
目
を
通
し

て

「
意
圓

而
語
新
、
法
古
而
格
清
」
と
評
し
、

一
香
を
過
す
珍

翫
と
し
た
い
と
い
う
。
ま

た

「大
概

三
百
篇
之
後
、
惟
唐
人
得
詩
家
之
風
韻
而
宋
元
以
下
錐
謂
之
無
詩
可

也
、
貴
作
出
入
古
今
、
直
與
大
暦
諸
家
互
為
頷

頑
」
と

つ
け
加
え
て
い
る
。

こ

れ
ら
の
評
は
す
で
に
丈
山
の
詩
が
盛
唐
詩
を
規
範
に
し

て
い
る

こ
と
を
看
破
し

た
上
で
の
言
で
あ
る

こ
と
ま

ち
が
い
な
い
。
社

交
辞
令
が
あ
る
こ
と
は
当
然
と
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し
て
、
丈
山

の

『覆
醤
集
』

に
ま

と
め
ら
れ
る
以
前

の
詩
も
、
そ
の
出
発
点

に

に
お

い
て
、
す

で
に
唐

詩
風
で
あ

っ
た

こ
と
を
確
認
で
き
る
。
権
拭

の
評
言
も

『
槍
浪
詩
話
』

や
そ
れ
ら
を
含
む

『
詩
人
玉
屑
』
の
詩
法

や
詩
評
に
す
で
に
散

見
す
る
も
の
で
目
あ
た
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

丈
山

に
し
て
み
れ
ば
権
拭

の
評
は
大
き
な
支
え

に
な

っ
た
よ
う

で
、
後

に
も
「
唯
盛
唐

ヲ
學
プ

ベ
シ
。
宋

詩

ハ
気
格
力
高
キ

ユ
ヘ
ニ
學

ピ
カ
タ
シ
。
唐

ハ
温
純

ニ
シ
テ
圓
活

ナ
レ
バ
學

ビ
損

シ
ガ
ナ

シ
」
(
『
北
山
紀
聞
』
巻

一
〈

詩
教
V
)

の
よ
う

に
く
り
返
し
説
い
て
い

る
。
丈
山

の
盛
唐
鼓
吹
に

つ
い
て
は
拠
り
ど

こ
ろ
と
す
る
詩
論
と

の
関
連
も
指

(
11
)

摘
さ
れ
た
論
が
あ
る

の
で

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
⑪

丈
山

は
さ
ら

に
添
作
を
求

め
た
が
、
⑫
権
拭
は
貴
詩
は
私
の
鄙
言
を

待

つ
ま

で
も
な
く
輝

い
て
い
る
と
郵

正
を
さ
け
た
。
と

こ
ろ
で
『
北
山
紀
聞
』
巻
六
〈
詩

評
〉

に
「
朝
鮮
國
詩
學
教
授

権
敬
批
鮎
と
し

て
〈
閑
中

ノ
吟
十
五
首
〉

が
出

て
い
る
。
あ

た
か
も

こ
の
時

の

も

の
の
よ
う
に
点
と
評
言

が
書
か

れ

て

い

る
が
、
小
川
氏
も
指
摘
さ
れ
る
通

%

)
軍

氷
十
七
年
以
後
の
請

同
十
九
年

二
十
年

の
詩
が
入

っ
て
お
り
・

明

ら
か

に
権
拭
の
批
点
し

た
も

の
で
は
な
い
。

『
紀
聞
』
自
体
今
「
後
検
討
さ
れ
る

べ
き
で
問
題
を
残
し

て
い
る
。

こ
こ
で
権
拭

は
江
戸
で
唱
和
し

た
羅
山

に

つ
い

て
尋
ね
て
い
る
。
丈
山

は
⑬

羅
山
は
自

分
が
昔
か
ら
雅
交
す
る
人
物
で
、
我
国

の
儒

宗
で
あ
る

こ
と
、

さ
ら

儒

医
堀
正
意
も
文
章

に
工
な
る
当
時
の
英

才
で
あ
る

こ
と
を
告
げ
る
。

つ
づ
け

て
、
⑭

近
代
詩

は
晩
唐
以
後

の
詩

に
基
づ
き
、
古
律
古
風
を
好
み
読
む
者

は
少

な
い
。
だ
か
ら
奇
新

・
深
遠

の
幽

趣
に
通
暁
す
る
も
の
も

ほ
と
ん
ど
な
い
。
詩

が
興
隆
し
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
と
抱
懐
す
る
と

こ
ろ
を
述

べ
る
。
そ
し

て
蘇

轍

の

「
賊
詩
易
事
観
詩
梢
難
」

の
言
を
引

い
て
権
拭

に
詩
を
観
る
精

・
微
な
る

眼
力
を
持

つ
か
と
い
ど
ん
で
い
る
。
続

い
て

「
詩
感
於
物
而
形
於
言
、
所
感
有

邪
正
、
所
形
有
是
非
、

邪
正
是
非
顕
然
乎

詩
中
如
見
肺
肝
、
則
情
正
之
美
悪

亦
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何
以
獲
覆
蔵
哉
」
と
、

こ
の
当
時
に
共

通
す
る
宋
学

流
の
修
道
的
詩
観
を
述

べ

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し

て
⑮
権
拭
は
次

の
様

に
言
う
。

正
意
雛
不
得
見
而
、
以
書
問
答
、
真
博
雅
之
士
也
、
不
俵
願
以

尊
公
為

貴
邦
詩
家
之
正
宗
、
以
正
意
為
文
苑
之
老
将
、
其
絵
亦
有
唱
和
之
作
、
而
詩

不
如

尊
公
、
文
不
如
正
意
也
、
然
文
或
勤
讃
者
能
之
、
詩
非
天
生
清
格
不

能
為
也
、
尊
公
可
謂

日
東
之
李
杜
也
、
古
人
以
楊
伯
起
為
関
西
夫
子
、不
俵

以
尊
公
為

日
東
李
杜
者
非
妄
也
、
實
知
言
也

歳
丁
五
之
月
正
朝
鮮
學
士
菊
軒
権
拭
與

石
川
大
人
問
答

(

印

)

こ
の
権
拭

の
言
が
、
丈
山

が

「
日
東

之
李
杜
也
」
と
評
さ
れ
た
最
初
の
も

の

で
あ
る

(写
真

B
参
照
)
。

ま

ず
こ
こ
で
羅
山

が
ふ
れ
ら
れ

て
い
な
い
の
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
江
戸

で
の
権
拭
ら
と
の
筆
談
に
お
い
て
極
め

て
印
象
の
悪

い

も

の
を
残
し

て
お
り
、
し

か
も
唱
和
の
詩
に
見
る

べ
き
点
を

認
め
て
い
な
い
か

ら
で
あ
ろ
う
。
判
事
官

の
康
遇
聖
は
寛
永
元
年

の
通
信
使
と
し

て
も
来
朝
し

て

お
り
、
羅
山
が
そ
の
時
も
代
表
格

で
筆
談
に
出

て
い
た
事
は
記
憶
し

て
い
た
は

ず
で
、
羅
山

に
つ
い
て
は
す

で
に
朝
鮮
に
ま

で
芳
し
か
ら
ぬ
評
が
伝

っ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
堀

正
意
と
は
旅
中
書
翰

で
質
問

に
答

え

て

い

る
。

『杏

陰
集
」
巻
十
〈
疑
問
五
條
與
朝
鮮
権
學
士
〉

と
い
う

の
が
そ
れ
で
、
賜
爵
、
亀

ト
、

國
基
、
喪
、
禄
位
な
ど
に
つ
き
細
密
な
質

問
を
し
、
ま

た
簡
明

の
返
答
が

記
さ
れ
て
い
る
。
儒
医

ら
し
く
〈
疑
問
二
條
〉

を
加
え
て
薬
草
、
処
方
な
ど
に

つ
い
て
も
質
問

し
て
い
る
。

こ
こ
ら

が

「
博
雅
之
士
」

た
る
ゆ
え
ん
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
正
意
を

「
文
苑
之
老
将
」
と
す

る
な
ら
ば
、
丈
山
は

「
貴
邦
詩

家
之
正
宗
」
と
並
置
す
る
。
ま

た
、
文
章
は
よ
く
勤
め
れ
ば
成
る
け
れ
ど
も
詩

に
お
い
て
は
天
性

の
清
格
が
な
け
れ
ば
な
し
得
な

い
。
そ
の
才
を
も

っ
て
丈
山

を

「
日
本
に
お
け
る
李
杜
に
相
当
す
る
」

と
評
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
古

人
は

清
廉
博
学

で
あ

っ
た
楊
伯

起
を
関
西
夫
子

と
称
し
た
が
、

そ
れ

に
比
し
て
も
丈

山
を
日
東

の
李
杜
之
す
る
の
は
妄
言
で
は

な
い
と
ほ
め
た
た
え
た
の
で
あ
る
。

⑯

丈
山

は
正
意
は
と
も
か
く
と
し
て
、
自
ら
を

「
詩
林
之
宗
匠
」
と
す

る
の

は
当
ら
な
い
が
、
小
詩
巻
に
目
を
と
め
て
も
ら

っ
て
嬉
し

い
と
率

直
に
感
謝
し

て
い
る
。
⑰

こ
に
で
は
じ
め

て
権
拭
は
名
を
な
の
り
、
丈
山

の
名

と
経
歴
を
尋

ね
る
。
相

互
に
相
手
を
ど
こ
ま
で
知
り
得

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
蔭

詩

一

巻
」

か
ら
、
丈
山
の
隠
遁

の
志
と
清
廉

の
生
活
が
く

み
と
ら
れ
た
こ
と
は
確
か

で
あ

っ
た
ろ
う
。
権
拭

が
筆
談

・
唱
酬
を
ま
と
も
に
し
た

の
は
江
戸

の
羅
山
ぐ

ら
い
で
あ

っ
て
、

つ
い
で
こ
の
丈
山
で
あ
る
。
詩
書
画
の
揮
毫
を
求
め
る
者
は

あ
と
を

た
た
な
か

っ
た
が
、
信
使
と

の
唱
酬

が
盛
ん
に
な
る

の
は
天
和
以
降

の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で

こ
の
時

二
百
篇
余
の
詩
を
携
え
て
批
評

・
添

作
を
乞
う
た
の
は
丈
山
の
み
で
あ
る
。
権
拭

が
出
逢

っ
た
日
本
人
の
中
で
丈
山

は
、

歴
史

や
制
度

や
国
政

な
ど
く
ど
く
ど
し
く
も
尋
ね
る
こ
と
を
せ
ず
、
隠
者

ら
し
く
詩
に

つ
い
て
の
み
に
話
題
を
限

づ
た

の
も
清
廉
の
印
象
を
残
す

こ
と
に

な

っ
た
。
⑳

に
は
丈
山
の
詩
、
⑳

に
権
拭
が
唱
和
し
て
お
り
、

い
つ
れ
も

『
覆

醤
集
』
上
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
㊧

～
@
は
丈
山
の

「
旧
詩
巻
」
を
め
ぐ
る

話

で
、
権
拭
が
朝
鮮

に
も
ち
帰
り

た
い
と
言
う

の
に
対
し
丈

山

は

「
然

則

阪

貴
國
、
使
之
覆
醤
甑
、
日
戻
徐
修
、
嵯
丈
夫
匪
無
涙
、
徒
飲

恨
耳
」
と
返
却

を

求
め

て
い
る
。
こ
れ
が
の
ち
、
重
宗
か
ら
求
め
ら
れ

て
、
三
河
旛
頭
郡

の
長

圓
寺

に
蔵
さ
れ
る

こ
と

に
な
る
丈
山

の
家
集

「
覆
醤
集
」

の
名

に
及

ぶ
も

の
で

あ
る
。
長
圓
寺
に
収
め
ら
れ
た

「覆
醤
集
』
写
本

二
冊

(
写
真
C
)
に
は

「
右

二
套
詩
亡
慮
三
百

五
十
篇
、
是
予
案
体
之
吟
艸
而
所
未
脱
稿
者
也
、
錐

然
為
京

君
板
倉
重
宗
公
所
匂
、

不
為
不
久
欲
罷

不

能
、
既
寓

一
局
以
呈
似
、
不
俵
素
有
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長圓寺蔵 写本 「覆醤集』

 

C

所
學
者
、
有
所
楽
者

詩
其
飴
也
、
烏
遭
打
油
丁
鍍
之
謡
為
哉
/
承
慮
二
年

壬
巳

仲
夏
中
漸

日
/
詩
倦
堂
主
小
隠
丈

山

践

印

(
六
六
山
洞
/
凹
凸
案
生
)
(
頑

仙
子
)
」
と
丈
山
自

筆
の
隷
書
体
の
蹟
文

が

あ

る
。
権
拭

に
見
せ
た

「奮

詩

一

巻
」

に
は
、
た
と
え
ば

「
白
鴎
不
レ
停
二
野
水

こ

(
元
和

四
年
)

「
元
和
癸
亥

八
月
十
四
日
夜
與

二
為
春
炭
淵

一楷
見
二
月
金
閣
寺

一
」

(
元
和

九

年

)
あ
た
り

の
詩
が
入

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ず
が
、
旧
詩
の
中
か
ら
も

『
覆
醤
集
』

に
は

撰
ば
れ
た
も
の
が
多

い
で
あ
ろ
う

。
か
く
し
て

『覆
醤
集
』
は
承
応

二
年

二

六

五
三
)
に
成
立
し
、
下

っ
て
寛
文
十

一
年

(
一
六
七

一
)
に
刊
行

さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
筆
談

の
記
憶
が
深
く

こ
め
ら
れ
た
詩
集

で
あ

っ
た
○

@
～
⑯
は
翌

一
月
十
九
日
の
書
翰

に
よ
る
贈
答

で
あ
る
。
駒
権
拭
は

「
題

大
拙
翁
詩
巻
」
と

い
う
詩
を
添
え

て

丈

山

の

「
菖
詩

一
巻
」
を
返
却
し
て
き

た
。
そ
れ

に
た
い
し
⑭

「
承
権
學
士
菊
軒
詩
伯
題
予
小
詩
巻
光
請
之
末
以
充
陽

関
之
乙
唱
」
と
送
別
の
辞
を
賦
し

て
い
る

(
い
つ
れ
も

『覆
醤
集
』
上
巻
に
も

も
所
収
)
。

⑯

⑳
は
最
後
の
贈
答

で
、
丈
山

の
稿
書
を
謄
写
し
て
残
し

た
こ
と
を
記
し
、

ま
た
短
い
出
会
い
に
謝
辞
を
尽
し
て
い
る
。

こ
れ
が
筆
談

・
贈
答
の
全
て
で
あ

る
。十
九
日
朝
食
後
、
通
信
使

一
行
は
京
都
を
出
発
し
た
。
淀
浦

に
は
雨

の
中
を

楼
船
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
降
り
し
き
る
雨

の
た
め
に
下
陸
せ
ず
、
船
上

に
て

饗
応
を
受
け
た
。
金
束
漠
は

『
海
嵯

録
』

に
こ
の
時

の
こ
と
を

こ
う
記
し

て
い

る
。

「
1

右
馬
助
、
藤
智
縄
が
来
て
言

っ
た
。
淀
浦

の
代
官
は
親
し
く
宿
駅

よ
り
出

で
て
誠
礼
を
尽
し

て
い
ま
す
。
下
陸
を
承
知
し
な
い
た
め
彼

の
落
莫
た

る
気
持
を
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
と
。
…
…
康

遇
聖

に
命
じ
て
代
官

に
雨
甚
し

く
下
陸
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
詩
を
贈
ら
せ
た
。
代
官
は
詩
を
得
て
頭

を
さ
げ
、
今
日
こ
の
詩
を
得
る
と
は
思
い
も
か
け
ま

せ
ん
で
し

た
と
言

っ
た
。
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1

」
と

。
そ
の
詩
は
お
そ
ら
く

「覆
醤
集
』
巻
上

に
出
る

金

束

涙

の
〈
奉

謝
二
淀
城
永
井
公

一
〉
で
あ

ろ
う
。

「春

江
漠
々

白
鴎
飛
。
両
岸
楼
憂
厭
二
翠

ヲ

テ

ニ

ノ

ク

ヵ

ル
コ
ト
ヲ

微
一。
総
為
二
主
人
能
墾

・
客
。
五
更
風
雨
欲
詣

蜘

、
編

璽

の
'日
の
情

景
耀
仮
く
."
つ
し
謝
意
を
こ
め
て
い
る
。
〈
咽
滞
叢
轟
一追
二湘
朝
鮮
国
信
使
東

漠
所
レ寄
詩
一
〉と
題
す
る
二
意
撰

翫旋
鷹
鱗
襲
鑑
一を
」輝
当
し
て
い
た
永
井
信

濃
守
尚
政
薦

ゼ

畜

慧

聖

竃

壌

あ
る
藩

使
壽

疫
礎

尚
敬

奨

山
痕
示
し
、
追
和
の
蓼

依
餐

奄

の
「で
あ
ろ
う
。

「遠
望
二北
容

報
二
書
信
こ

と
言
う
か
ら
、

た
ぶ
ん
東
涙
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
は
ず
だ
。
丈

山
が
こ
の
時
尚
政
に
随
行
し
て
淀
に
来
て
い
た
か
ど
う
か
,は
不
呪
で
あ
る
。

朝
鮮
の
通
信
使
は
丈
山
の
隠
者
生
活
の
そ
れ
か
弥
を
詩
三
妹
の
生
活
へ
導
か

せ
る
大
き
な
カ
を
与
え
た
よ
う
だ
。
、「覆
醤
集
」
下
巻
八
廣
二
都
築
氏
両
餉
一
〉

の
叙
に
次
の
よ
う
な
回
想
を
残
し
て
い
畜
。
層

ー

私
は
、
彼
ら
の
萎

(斐

学
才
)
を
試
し
て
み
考

必
墨
ぞ

塁

裟

と
・
ろ
、
詩
学
教

授
権
学
士
と
い
う
者
が
衣
冠
厳
整
に
し
て
あ
ら
わ
れ
、
も
◎
萎

拠
博
犠
ほ
訳
官
と
い
う
ふ

れ
こ
み
で
緩
筆
を
と
っ
て
対
話
に
及
ん
だ
。
雲
董

か
砂
の
煮
還
の
無
を
紅
君
ら
い
、
つ
い
で
三

韓
の
風
俗
の
渋

な
毒

つ
い
て
澗
う
た
。
董

傑
馨

亡

虻
毒

書

ぢ
藷

、
要

舞

し

て
感
謝
の
糞
を
珍

わ
し
た
。
亙
に
相
垂
寛

で
、
心
讐

轟
わ
驚

釜

糞

茅
な
か
つ
き
な
か

っ
た
。
郎
屋
申
の
者
が
首
を
の
ぽ
し
、
人
∬
き
を
な
し
て
驚
論
に
薦
噌く
っ
衛
壷
篠
は
詞
才
を
め
ぐ
ら

す
こ
と
儀
遮
で
、
文
畜
棲
湧
き
出
る
が
幻
も
、
わ
が
国
の
学
徒
の
乏
与
て
事
及
潔
と
こ
ろ
で
は
な
か

・な

い
・
た
い
監

叢

舞

讐

考

れ
よ
密

漕
慈

嚢

復甕

藝

・保
)
氏
も
産

に
あ
。
三
鐸

三

墾

登

..癖
せ
愚

初
の
董
姦
き
つ
け
た
∵
穆
壌

を
整
え
写
し
て
学

士
匹
歪

た
。
蕩

毒
壬
讐

・
毒

鬼蓬

婁

思
い
め
ぐ
皇
董
で
妻

く
、
無
言
で
和
し

た
。
そ
の
蒙

憲

で
敦

聯

蟹

港

餐

噛

の
考

に
立
嚢

ぢ
の
で
あ
・
た
。
・
の

後
、
学
者
「、儒
官
ら
が
畿
を
療
ぐ
こ
颪
多
か
豊
た
。
ド私
お
繁
兆
、.鵯
籍
す
べ
き
責
任
も
あ

っ
た
わ
け

だ
が
、
ぐ
ず
ぐ
ず
と
し
て
果
し
得
な
か

っ
渇
σ
そ
の
後
六
丸
び
螢
の
飛
ぷ
の
を
見
た
。
こ
の
数
年
の

怠
惰
は
た
だ
私
の
お
ろ
か
さ
を
意
味
す
る
の
み
。
今
こ
こ
に
両
韻
を
賦
し
て
、
あ
の
時
の
詩
債
を
か

く
償
う
の
で
あ
る
。
1

こ
の
叙

の
あ
と
に
七
絶
二
首
、
筆
談
か
ら
六
年

後
の
寛
永
十
九
年

の
夏
、

五
十

一
歳

の
丈
山
は
す

で
に
落
ち

つ
い
た
詩
仙
堂
の
中
で
、
筆
を
揮

っ
て
問
答
し
た

旧
時

の
春
を
憶
い
や

っ
て
い
る
。
権
拭
お
よ
び
文
官

た
ち

の
こ
と
は
印
象

に
深

く
残

っ
た
ら
し
く

「
…
…
通
事

ノ
者

ニ
ヨ
リ
テ
筆
談

ス
。
折
斤

一
首

即
和

ス
。

其

ノ
外
衆
人

ノ
即
和

ヲ
見

ル

ニ
。
筆
実

二
不
レ
滞
七
歩

八

叉
ノ
位

ナ
リ
。

詞
鋒

ヲ
争

ン
ヤ
ウ
ナ
シ
。
本
朝

ニ
ハ
何
ト
達
者

ナ
ト
云

テ
モ
及
ブ

ベ
キ
人

ア
ラ
ジ
」

(
『
北
山
紀
聞
』
巻
二
〈
詩
話
〉

)
と
も

い
う
。
相
互
に
対
等
な
国
際
語
と
も

い
う

べ
き
漢
詩
文
の
唱
酬

に
お

い
て
、
す

で
に
レ
ベ
ル
の
違
い
の
は
な
は
だ
し

い

こ
と
を
充
分

に
知
ら
さ
れ

て
い
る
。
そ
し

て
そ

の
違
い
を
生
ず
る
理
由
を
制

度

の
違

い
に
よ
る
と
言
う
。

「
三
韓

ニ
テ

ハ
學
士

ヲ
極
テ
達
者

ヲ
ス
ル
者

ハ
。

官
階

ニ
モ
登
リ
其
用

ヲ
ナ

ス
。
本
朝

ニ
テ

ハ
慰

ミ
事
ト

ナ
ル
。
実

二
用

ヲ
ナ
サ

ヌ
ユ

ヘ
ニ
修
業

ス
ル
人

モ
ナ
シ
。
隠
者
出
家

ノ
慰

ミ
物

ニ
ナ
レ
リ
」
と
。

こ
こ

に
は
な
お
、
詩
文
は
功
利
的

に
活
用
さ
れ
る

べ
き
と
す
る
考
え
が
表
わ
れ
て
い

る
。
文

は
道

の
末
、

貫
道

の
器

(

「
紀
聞
」
巻

一
〈
詩
教
〉
)
と
す
る
朱
子
学

的
な
文
学

理
念

が
そ
の
底
流

に
あ
り
、

こ
の
時
代
共
通

の
認
識

か
ら
出

て
い
な

い
。
こ
の
認
識
が

「慰

ミ
物
」
と
し
て
の
自
立
を
な
か
な
か
許
そ
う
と
し
な
か

っ
た
。
丈
山
の
隠
遁
は
、
官
途
を

の
が
れ
る
と
い
う
強

い
意
志

に
よ

っ
て
な
さ
れ
た

脱
俗
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
生

涯
を
か
け
て
な
さ
れ
た
詩
文
は
、
彼

に
お

い

て
有
用

の
も
の
と
し

て
機
能
し
な
か

っ
た
と
い
う
の
も
当
然

の
こ

と

で

あ

ろ

う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
丈
山

の
詩
は
、
時
代

の
理
念
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

ま

で
も
、

「
慰
ミ
物
」

で
あ
り

つ
づ
け
、
そ
れ
の
自

立
を
う
な
が
す
力
を
養

い

つ
つ
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
13
)

詩
仙
堂
と
は
、

一
つ
に
は
長
喩
子
の
歌
仙
堂

に
対
す
る
徳
川
文
化
圏

の
象
徴

と
い

っ
た
文
学
空
間
的
意
味
を
持

つ
で
あ
ろ
う
。
同
時

に
、
次

の
世
代

の
人
び
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と

へ
は
、
幕
初
期

文
学
の
理
念
と
隠
逸

へ
の
志
向

が
生

み
出
し
た

「
慰
ミ
物
」

の
中
に
、
文
学

の
あ
る

べ
き
原
初

の
す
が
た
と
も
い
う

べ
き
何
か
を
感

じ
と
ら

せ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
丈
山

の
営
み
を
結
果
か

ら
み
た
も

の
で
あ

つ
て
、
筆
談
時
に
お
け
る
権
拭
ら
俘
揚
刷
還
の
使
命
な
ど
お

び
た
朝
鮮
儒
者
と
隠
者
と
い
う
身
軽
な
身

の
上
に
お
い
て
、
詩
の
場

が

一
つ
に

成
り
立

っ
た
と
い
う
の
は
、
な
お
、
道
有
り
て
文
有
り
と
す
る
宋
学
的
文
学
理

念
が
共
有

さ
れ

て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上

で
感
銘
を

分
ち
あ
え
た
と
思
わ
れ
る
。

四
、
隠
者

へ
の
あ
こ
が
れ

●
上
野

洋
三
氏
は
、
廷
宝
末
年

か
ら
天
和

・
貞
享
期

の
俳
譜

に
見
ら
れ
る
漢
詩

文
調
の
流
行
を
、
詩
話

・
作
法
書
、

選
集

・
家
集
な
ど
の
出
版

の
具
体
的
背
景

に
見
合
わ
せ
、
芭
蕉
俳
論
な
ど
も
含
め

て
、
詩
の

「
俗
化
を
伴

っ
た
」
流
行

の

影
響
下
に
あ
る

こ
と
を
指
摘

さ
れ

た
。

そ
し
て
詩
の
流
行
を
う
な
が
し

た
契
機

砧
鞠

て
、
幕
初
以
来
の
朝
鮮
通
信
使
の
来
聰

も

一
因
と
し
て
あ
げ

ら

れ

て

い

る
。
そ
の
文
化
的
刺
激

は
想
像
以
上
で
あ
る
よ
う

だ
。

天
和

二
年
の
網
吉

襲
職

の
た
め

の
通
信
使
は
四
七
五
名

の

一
行

で
、
八
月
二

十

一
日
に
江
戸
に
到
着
し
た
。

こ
と
に
賑

っ
た
道
中
で
あ
る
。

「
通
航

一
覧
』

巻
百
八

に
は

「
か

の
使
者
来
聰
ご
と
に
、
必
筆
談
唱
和
あ
り
、
天
和
正
徳

の
頃

よ
り
し
て
、

そ
の
事

や
ゝ
盛
な
り
」
と
記
す
。
前
掲

の
〈

こ
が
ら
し
の
V

の
巻

か
し
ら
の
露
を

ふ
る
ふ
あ
か
む
ま

重

五

朝
鮮
の
ほ
そ
り
す
す
き
の
に
ほ

ひ
な
き

杜
国

詔
端
句
は
、
通
信
使
往
還
を
見

た
者

の
抱
く
イ
メ
ー
ジ

と

い

っ

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

「
道
広
く
朝
鮮
人
も
来
と
也
」

(「七
百
五
十
韻
」
)
は
鳴
海

の
如
意
寺

の
僧
文
英
和
尚
、
号
如

風
の
句
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
雰

囲
気

の
中
か
ら

「
日

東

の
李
白
が
坊
に
月
を
見
て
」

の
句
も
自
然

に
□
を

衝
い
て
出
た
も
の
で
あ

ろ

う
。
天
和
二
年

刊
の

「
丈
山
筆
語
」
が
目
に
ふ
れ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く

は
な
い
。
ま
ず
丈
山
は
三
河
の
人
で
あ
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
芭
蕉
の

「次
韻
」

「虚
栗
」

の
調
子
を

理
解
し
受
け
入
れ
る
だ
け
の
、
の
ち
に
蕉
風
形
成

の
機
と

し

て
記
憶
さ
れ
る

『
冬
の
日
」
五
歌
仙
を
生
み
だ
す
素
地
も
、

尾
張
俳
人

に
は

あ

っ
た
の
で
あ
る
。
蕉
門
俳
人
に
は
素
堂
、
丈
草
ら
漢
詩
好

み
が
多
い
。
支
考

『
笈

日
記
』
下

に

「
覆
醤
集
」
巻
上
〈
九
月
十
三
夜
入
二
吉

田
氏
家

一
玩
二
月
池

亭

一
V
を
ふ
ま
え
た
文
が
あ
り
、

「
芭
蕉
庵
小
文
庫
』
下

に

は
、

詩
仙
堂
を

訪

れ
た
芭
蕉
、
丈
草

の
句
が
あ

る
。
杜
甫
や
西
行

だ
け
で
な
く
、
長
囎
子

や
丈
山

ら

一
世
代
前
の
隠
逸
詩
人
た
ち
へ
の
憧
れ
の
一
端
が
う
か
が
禁

・

「扶
桑
隠

逸
伝
」

「
本
朝
遜
史
』

(
寛
文

四
年
刊
)

『本
朝
列
仙
伝
』

(
貞
享

三
年
刊
)

さ
ら
に

「
近
代
艶
隠
者
」

(
同
年
刊
)
ら
の
類
は
、
近
世
初
期

の
隠
者
た
ち
を

も
神
仙
化

.
象
徴
化
し
た
。

「
日
東
の
李
白
」
も

そ
の
雰
囲
気

の
中

で
、

「
花

葉

の
翁
」
な
ど
と
同
じ
く
、

あ
こ
が
れ

の
こ
め
ら
れ
た
、
言
葉

に
お
い
て
結
ば

れ
た
隠
者
像
で
あ

っ
た
。

「
詩
は
隠
者

の
詩

、
風
雅

に
て
宜

(
し
)
」

(
「
三

冊
子
」
)
と

い
う
素
堂
の
言
を
芭
蕉

も
心
に
と
め
て
い
る
。
先
輩
隠
者

と
そ
の

「慰

ミ
物
」

に
、
貫
道
す
る
風
雅

の
精
神

の
理
想
を
、
す
で
に
見
て
と

っ
て
い

た
よ
う

で
あ
る
。

注

1

小
川
武
彦

「石
川
丈
山
年
譜
稿

上
」

(
「跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
」
十
四
号
、

一
九
八

一
・

三

・
一
五
)
に
国
立
公
文
書
館
蔵
本
の
報
告
が
あ
る
。

2

「通
航

一
覧
」
巻
六
十
四
朝
鮮
国
部
○
信
使
着
館
井
滞
留
中
御
扱
に
掲
げ

ら
れ

た

「紀
年
録
」

「嵯
客
便
覧
」

「朝
鮮
往
来
」

「玉
露
叢
」
な
ど
の
記
事
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
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寛
永
十
三
年

(
=
ハ三
六
)
年
来
朝
通
信
使

一行

正

使

副

使

従

事

官

上

上

官

(諦

官
)

ρ

判

事

官

〃〃

武

官

読

祝

官

(製
述
官
)

写

字

官

執

廓

〃

唐

通

事

医

員

画

員

楽

人

通
政
大
夫

通
訓
大
夫

通
訓
大
夫

嘉
善
大
夫

折
衡
大
夫

中
直
大
夫

奉
正
大
夫

奉
列
大
夫

中
直
大
夫

中
直
大
夫

任
続

(
白
麓
)

金
世
濠

(東
涙
)

責
戻

(青
丘
・
漫
浪
)

洪
喜
男

姜
澗
演

康
遇
聖

李
長
生

ヌ
大
銑

朴
弘
疇
他

=
ハ名

権
拭

(菊
軒
)

文
弘
績

(白
眉
)

全
栄

(梅
隠
)

朴
之
英

(西
湖
)

趙
廷
珪

皮
得
枕

ヂ
廷
羽

朝
彦
協
他

一名

全
明
団

(蓬
演
)

洪
鳳
元
他
五
名

右
の
よ
う
に
正
嘆

副
使
、
従
事
官
各

噌
名
、
上
上
官
二
名
、
判
事
官
三
名
、
上
官
四
六
名
、
中
官

一
五
七
名
、
下
官
二
六
七
名
、
総
計
四
七
五
名
で
あ

っ
た
。
そ
の
う
ち
に
は
、
学
士

一
名
、
医
師
二

名
、
写
字
官
三
名
、
画
官

一名
、
馬
芸
員
二
名
、
馬
医

一名
、
楽
士
六
名
な
ど
を
含
む
。

3

中
村
栄
孝

「日
朝
関
係
史
の
研
究
」

(吉
川
弘
文
館
、

一九
六
九
・
一
二
・
二
五
刊
)
下
巻
に
詳

し
い
。
ま
た
、
同

「目
本
と
朝
鮮
」

(
至
文
堂
、

剛
九
七
三
)
、
同

「江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
」

(
「江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
」
毎
日
新
聞
社
、

一
九
七
九

・
一
二
)
、
李
進
煕

「李
朝
の
通
信
使

ー

江
戸
時
代
の
日
本
と
朝
鮮
1
ー
」

(講
談
社
「

一
九
七
六

・
六
刊
、
も
と

『季
刊
三
千
里
」

一

～
九
に
連
載
)
、
同

「日
本
文
化
と
朝
鮮
」

(
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
八
○

・
一
刊
)
第
六
章

な
ど
。
通
商
関
係
に
っ
い
て
は
田
代
和
生

「近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
」

(創
文
社
、

一
九
八

○

・
六
)
な
ど
に
詳
し
い
。

4

「海
行
徳
載
」
巻
二
.
三
所
収

(朝
鮮
古
書
刊
行
会
編
、

一
九

一
四
～

一
九

一六
刊
、
朝
鮮
群
書

大
系
績
々
第
三
ー
六
輯
)
。

5

「通
航

一
覧
」
巻
百
四

「執
政
附
溜
詰
書
儀
井
諸
向
三
使
贈
答
」
所
収

「
…
…
且
念
前
此
使
臣
之

回
、
刷
還
本
國
俘
ロ
、
已
有
成
例
、
向
者
貴
園
難
誘
以
歳
久
折
居
為
難
、
尚
有
括
送
百
数
十
人
、
則

今
之
在
者
、
亦
宣
無
楚
吟
越
聲
之
思
者
乎
、
我
殿
下
仁
心
側
億
、
不
忍
忽
棄
、
非
以
是
而
為
有
滋
於

見
戸
也
、
貴
國
信
義
明
白
、
必
無
間
無
、
故
敢
申
例
…
」
な
ど
の
様
で
、
板
倉

へ
出
さ
れ
た
も
の
も

ほ
ぼ
こ
れ
に
準
じ
ら
れ
る
か
と
思
う
。

6

大
瀧
晴
子

「
日
光
と
朝
鮮
通
信
使
」

(
「江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
」
前
掲
所
収
)
。

7

注
6
参
照
。

8

通
信
使
の
旅
程
と
日
本
人
の
接
待
に
つ
い
て
は
、
享
保
四

(
一
九

一
七
)
年
次
の
甲
維
翰
の

「海

游
録
」

(
東
洋
文
庫
に
翻
訳
が
あ
る
)
を
も
と
に
、
旅
行
の
コ
「
ス
を
綿
密
に
踏
査
さ
れ
た
李
進
煕

「李
朝
の
通
信
使
-

江
戸
時
代
の
日
本
と
朝
鮮
i

」

(
講
談
社
、

一
九
七
六

・
六
刊
。

「季
刊

三
千
里
」
1
～
8
連
載
)
が
当
事
の
情
況
を
伝
え
て
く
れ
、
参
考
に
な
る
。

9

李
元
植

「朝
鮮
通
信
使
の
遣
墨
」

(
「江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
」
所
収
)
。

10

小
川
武
彦

「石
川
丈
山
年
諸
稿
」
上

(
前
掲
)
に

「玄
徳
公
済
美
録
」
逢
七
を
引
い
て
考
証
さ
れ

て
い
る
。

11

松
下
忠

「江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
」

(
明
治
書
院
、

一
九
七

一
・
六
刊
)
、
中
村
幸
彦

「石
川
丈

山
の
詩
論
」

(
「中
国
古
典
研
究
」
十
九
号
、

一
九
七
三

ニ

ニ
。

「近
世
文
芸
思
潮
放
」
所
収
)。

12

「石
川
丈
山
年
譜
稿
」
上

(
前
掲
)
。

'

13

前
田
愛

「衆
道
の
詩
仙

・
石
川
丈
山
」

(
「歴
史
と
人
物
」

一
九
七

一
・
八
。

「鎖
国
世
界
の
映

像
」
所
収
)
。

14

「詩
の
流
行
と
俳
譜
」

(
「文
学
」

劇
九
七
三

・
=

)

15

天
和
二
年
春
の
ん
花
に
う
き
世
V
の
巻

(
「虚
栗
」
)

「破
蕉
誤
ッ
テ
詩
の
上
を
次
グ
〈
嵐
雪
V
/

朝
鮮
に
西
瓜
ヲ
贈
る
遥
ナ
リ
〈
芭
蕉
V
」
は
、
信
使
を
迎
え
る
前
の
江
戸
の
喧
騒
が
77
景
に
あ
ろ
う

か
。
ま
た

「野
ざ
ら
し
紀
行
」

(真
蹟
本
)
〈
酬
和
の
句
V
に

「
小
僧
ふ
た
り
ぞ
か
し
こ
ま
り
け
る

/
朝
鮮
の
ゑ
か
き
に
な
ら
の
酒
を
く
み
」
の
句
も
実
景
で
あ
ろ
う
。

16

銅
信
夫

「
「本
朝
遜
史
」
と
俳
階
隈
者
」

(
「武
蔵
野
文
学
」
飢
)
に
蕉
門
俳
人
の
隠
者
志
向
に

つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
広
田
二
郎

「近
世
初
期
漢
字
と
芭
蕉
」

(
「
日
本
漢
文
学
史
論
考
」

一

九
七
四

・
一
一
)
に
は
丈
山
ら
の
芭
蕉
へ
の
影
響
を
論
証
さ
れ
て
い
る
。

〔付
紀
)
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
種
々
御
敷
示
い
た
だ
い
た
中
村
幸
彦
先
生
、
上
野
洋
三
、
大
橋
正

叔
氏
、
資
料
に
つ
き
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
申
野
三
敏
、
神
谷
和
正
、
日
比
野
純
三
、
固
田
尚

弘
、
国
田
豊
、
服
部
仁
の
各
氏
、
お
よ
び
静
嘉
堂
文
庫
、
長
圓
寺
に
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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